
(57)【要約】
【課題】    キーホルダー等のように、所持すること、
及び、眺めることによる満足感を得られることのできる
液晶表示機の提供を目的とする。
【解決手段】    表裏を有する本体Ａの、輪郭に任意の
形態を形成し、一方の面部１ａに任意の形態や模様を立
体的に形成し、他方の面部１ｂに液晶表示部３を設けた
ことを特徴とする液晶表示機を提供するものである。



【特許請求の範囲】
【請求項１】  表裏を有する本体の、輪郭に任意の形態
を形成し、一方の面部に任意の形態や模様を立体的に形
成し、他方の面部に液晶表示部を設けたことを特徴とす
る液晶表示機。
【請求項２】  表裏を有する本体の、輪郭に任意の形態
を形成し、一方の面部及び他方の面部にそれぞれ液晶表
示部を設けたことを特徴とする液晶表示機。
【請求項３】  前記液晶表示部がゲーム機能、時計機
能、計算機機能のうち少なくとも一つの機能を有するこ
とを特徴とする請求項１または請求項２に記載された液
晶表示機。
【請求項４】  前記一方の面部と他方の面部とが分割自
在であり、且つ、互いの面部が結合する結合部位に収納
空間を形成したことを特徴とする請求項１ないし請求項
３のいずれか一つに記載された液晶表示機。
【請求項５】  前記一方の面部と他方の面部とが分割自
在であり、前記一方の面部と他方の面部とが枢支部を介
して連結され、この枢支部を支点にして開閉自在であ
り、且つ、互いの面部が当接する当接部位に収納空間を
形成したことを特徴とする請求項１ないし請求項３のい
ずれか一つに記載された液晶表示機。
【請求項６】  前記本体に吊り下げ部材を取り付けたこ
とを特徴とする請求項１ないし請求項５のいずれか一つ
に記載された液晶表示機。
【請求項７】  前記形態は、ウォルトディズニー（登録
商標）のキャラクターからなることを特徴とする請求項
１ないし請求項６のいずれか一つに記載された液晶表示
機。
【請求項８】  前記形態は、ハローキティ（登録商標）
のキャラクターからなることを特徴とする請求項１ない
し請求項６のいずれか一つに記載された液晶表示機。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、液晶表示機に関す
るものであり、特にその形状が任意の形態や模様を形ど
った液晶表示機に関する。
【０００２】
【従来の技術】人間、動物による著名なキャラクター、
例えば、ウォルトディズニーによるキャラクター等は従
来から強い人気がある。この為、これらの形態を形どっ
たキーホルダー、シール、ペンダント等は、それを所持
すること、及び、眺めることによって満足感を与えるも
のであった。
【０００３】また、これらのキャラクター等が登場する
液晶ゲーム器具も見られ、これは、キーホルダー、シー
ル、ペンダント等のようにそれを所持すること、及び、
眺めることによって満足感を得るものではなく、遊具と
しての機能を加えることにより満足感を得るものであ
る。

【０００４】
【発明が解決しようとする課題】しかし、人間、動物に
よる著名なキャラクター等の形態を形どったキーホルダ
ー、シール、ペンダント等は、それらの形態を眺めるこ
とにより視覚的に満足感を与えるだけのものが大半であ
り、他の用途について使用されることはほとんどない。
一方、これらのキャラクター等が登場する液晶ゲーム器
具については、キーホルダー等とは異なる機能、つまり
は遊具としての機能が主とする機能であり遊具としては
満足感を得られるが、キーホルダー等のように、所持す
ること、及び、眺めることによる満足感は得られるもの
ではない。例えば、液晶ゲーム器具の裏面の形態につい
ても、電池の交換など専らその機能に着目したものばか
りである。なお、一部の液晶ゲーム器具には吊り下げ部
材を取り付けてある物も見られるが、あくまでも携帯が
主とする目的であり、キーホルダー等のように眺めるこ
とによる満足感を得られるものではなかった。即ち、従
来の液晶ゲーム器具は、遊具としての意味合いが強いも
のである為、ゲームをしていない時の活用法については
考えられていなかった。よって、キーホルダー等を所持
し、眺めることにより満足感を得るか、液晶ゲーム器具
を所持し娯楽的な満足感を得るかの、一方に限られてい
た。本発明は、両満足感を得られるような液晶表示機の
提供を目的とするものである。
【０００５】
【課題を解決するための手段】上記問題に鑑み、本発明
は、表裏を有する本体の、輪郭に任意の形態を形成し、
一方の面部に任意の形態や模様を立体的に形成し、他方
の面部に液晶表示部を設けたことを特徴とする。また、
表裏を有する本体の、輪郭に任意の形態を形成し、一方
の面部及び他方の面部にそれぞれ液晶表示部を設けたこ
とを特徴とする。ここで、前記液晶表示部は、ゲーム機
能、時計機能、計算機能のうち、少なくとも一つの機能
を有することを特徴とする。なお、前記液晶表示機は前
記一方の面部と他方の面部とが分割自在であり、且つ、
互いの面部が結合する結合部位に収納空間を形成してい
る、または、前記一方の面部と他方の面部とが枢支部を
介して連結され、この枢支部を支点にして開閉自在であ
り、且つ、互いの面部が当接する当接部位に収納空間を
形成していることを特徴とする。または、前記本体に吊
り下げ部材を取り付けたことを特徴とする。ここで、前
記形態は、ウォルトディズニーのキャラクター、また
は、ハローキティのキャラクターからなることを特徴と
する。
【０００６】上記のような構成にすることにより、一方
の面部にキャラクターなどの任意の形態が施される為、
液晶表示部を使用しないときは、キーホルダー等のよう
に装飾を主とした目的として使用することもでき、ま
た、ゲーム、時計、計算機等のように液晶表示部が保持
する機能を利用することもできるため、より実用的であ
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る。このように、ゲーム、時計及び計算機等の機能を保
持する液晶表示部とキャラクターの形態の合体により、
より一層の販売の促進を図ることも可能である。
【発明の実施の形態】
【０００７】以下、本発明の一実施の形態を、図面に基
づいて説明する。各図面において、図１は液晶表示機の
斜視図であり、図２は液晶表示機の表裏を示したもので
あり、（ａ）は液晶表示機の一方の面部に成形したミッ
キーマウス（登録商標）の形態の正面図であり、（ｂ）
は他方の面部に設けたゲーム機能を有する液晶表示部の
正面図である。図３は液晶表示機の表裏を示したもので
あり、（ａ）は液晶表示機の一方の面部に設けた計算機
機能を有する液晶表示部の図であり、（ｂ）は他方の面
部に設けたゲーム機能を有する液晶表示部の正面図であ
る。図４は吊り下げ部材を取り付けた液晶表示機の斜視
図である。
【０００８】図１及び図２より、表裏を有する本体Ａに
おいて、一方の面部１ａには任意の形態や模様としての
ミッキーマウス２が立体的に成形され、他方の面部１ｂ
には液晶表示部３が設けられ、本体Ａの輪郭は、任意の
形態としてのミッキーマウスが形成されている。一方の
面部１ａに成形される形態や模様としては、ミッキーマ
ウスのようなウォルトディズニーのキャラクターだけで
なくハローキティ、ウルトラマン（登録商標）のような
いかなるキャラクターでも良く、また、キャラクターだ
けでなく、例えば動物、又は図形標章等に形成すること
もできる。このように液晶表示部と任意の形態や模様を
１つの本体に合わせて形成することで、視覚的に満足感
を得るという趣味性だけでなく、液晶表示部に必要とす
る機能のほか、他の複数の実用的機能を付加することも
可能である。
【０００９】この液晶表示部３にゲーム機能、時計機能
又は計算機機能が保持された場合には、形態や模様に成
形した一方の面部１ａによる視覚的な満足感に娯楽性又
は実用性が加わる。また、これらの機能はゲーム機能、
時計機能又は計算機機能だけに限られず、他にも日付、
ストップウォッチ等の機能を複数合わせ持つことが可能
であり、これらの機能を有する場合には、より多くの情
報が得られ実用的である。
【００１０】また、図３に示すように、本体Ａの輪郭が
ミッキーマウスの形態を保持したまま、表裏の両面に液
晶表示部３を設けることもでき、各々の液晶表示部３に
異なる機能を持たせることで、更に、得られる情報量が
増し、実用性が向上する。この場合の本体Ａの輪郭は上
記のように、いかなる形態や模様でも構わない。この液
晶表示部３が、ゲーム機能、時計機能又は計算機機能を
保持した場合には、上記と同様の理由で、更なる実用性
が加わる。また、液晶表示部３は上記と同様に機能を複
数所持することができ、それらを組み合わせることによ
って、使用用途も大きく増える。

【００１１】更に、液晶表示機の本体Ａは、前記一方の
面部と他方の面部とを分割自在とし、互いの面部が結合
する結合部位に収納空間を形成することも可能である。
この場合には、一方の面部と他方の面部の両接合部に嵌
合可能な縁部を形成させたり、更に、両面部を固定させ
るような係止用突出部を形成して、係止させるような構
造をとることもできる。また、両面部の接合法及び接合
の固定法については、どのような形態をとることも可能
である。また、分割自在とされる一方の面部と他方の面
部とを枢支部を介して連結し、この枢支部を支点にして
開閉自在にし、両面部の当接部位に収納空間を形成する
こともできる。なお、上記の収納空間の形状について
は、用途に応じた形状に形成することが可能であり、特
に限定されるものではない。前記のように、液晶表示機
の本体Ａに収納空間を設けることにより、小物の収納が
可能となり、さらに便利である。
【００１２】また、図４に示すように、前記本体Ａに設
置した取り付け部分４に吊り下げ部材５を取り付け携帯
可能にすることもできる。また、図４は実施形態の一例
であり、吊り下げ部材５の形状、及び吊り下げ部材５の
取り付け位置は、図４に限定されるものではない。この
様に吊り下げ部材５を取り付けたことで、保管・収納が
便利になり、更に、キーホルダー等のように装飾を目的
とした使用も可能となる。
【００１３】
【発明の効果】表裏の一方の面部にキャラクターなどの
形態が形成され、他方の面部には、ゲーム、計算機及び
時計等の機能を保持している液晶表示部が設けられてい
るため、キャラクターによる形体を眺めることによる満
足感を得られるだけでなく、より実用性が向上する。ま
た、表裏の両面部に液晶表示部を設けた場合は、その機
能の組み合わせにより用途が大幅に増加し、多くの情報
量を得ることができる。更に、収納空間を設けたことに
より小物の収納が可能となり便利である。また、吊り下
げ部材を取り付けることで携帯・保持を便利にし、ま
た、キーホルダー等のような使用法も可能となり用途が
増える。
【００１４】このように、ゲーム、計算機及び時計等機
能を保持する液晶表示部とキャラクターグッズを合体さ
せることで、視覚的な満足感を得られるだけでなく、よ
り多様な用途に使用されることができ、結果として、販
売の促進にもつながるものである。
【図面の簡単な説明】
【図１】液晶表示機の斜視図である。
【図２】液晶表示機の表裏を示したものであり、（ａ）
は液晶表示機の一方の面部に成形したミッキーマウスの
形態の正面図であり、（ｂ）は他方の面部に設けたゲー
ム機能を有する液晶表示部の正面図である。
【図３】液晶表示機の表裏を示したものであり、（ａ）
は液晶表示機の一方の面部に設けた計算機機能を有する
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液晶表示部の正面図であり、（ｂ）は他方の面部に設け
たゲーム機能を有する液晶表示部の正面図である。
【図４】吊り下げ部材を取り付けた液晶表示機の斜視図
である。
【符号の説明】
Ａ・・・本体

１ａ・・・一方の面部
１ｂ・・・他方の面部
２・・・ミッキーマウス
３・・・液晶表示部
４・・・取り付け部分
５・・・吊り下げ部材

【図１】 【図２】 【図３】

【図４】
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